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保育の指導Ⅵ（表現Ⅱ）
(Method of Infant Education VI�)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野） 授業形式

対面

選択必修 2
2（R5入学生
以前は3年）

教育学部 前期 金5

氏名  松田聡他

E-mail   matsat@oita-u.ac.jp   内線   7616

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限

担
当
教
員

主に使用する言語

日本語

その他に使用する言語 担当形態

複数(共同)、オムニバス

　幼稚園教育要領に示されている領域「表現」のねらい及び内容を理解したうえで，特に音楽表現について，幼児の多様な表現活動を支援するための実践力と具体的な指導
場面を想定した保育を構想する力を身につける。

授
業
の
概
要

目標1

目標2

目標3身近な音素材を用いた音楽づくりと音楽表現の方法を習得する。

目標4幼児の歌唱教材の伴奏の方法を習得する。

目標5幼児の音楽活動を計画し，模擬指導できる。

目標6

目標7

各DPへの関連度（計10）

1 2 3 4 5 6 7

○

○

○ ○

8 2

○

○

領域「表現」のねらいと内容を踏まえて，幼児にとっての音楽活動の種類や意義を理解する。

歌・動き・楽器を用いた表現活動の方法を習得する。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

目標8

目標9

目標10

授業の内容

授業ガイダンス（松田聡）1

保育における「表現」領域のねらいと内容（松田聡）2

幼児の音楽表現活動の方法（松田聡）3

生活の中の様々な音に気付いたり、感じたりして楽しむ（清水慶彦）4

「音あつめ」の活動（清水慶彦）5

保育における歌唱教材伴奏法：旋律とのかかわりについて（田中星治）6

保育における歌唱教材伴奏法の実践（田中星治）7

保育での創作的音楽活動について（清水慶彦）8

わらべうたによる活動（清水慶彦）9

音楽ゲームとボディ・パーカッション（栗栖由美子）10

絵本の読みきかせ（栗栖由美子）11

幼児のための歌唱教材とその指導（栗栖由美子）12

保育指導案の書き方（全教員）13

音楽活動展開のための指導案作成（全教員）14

模擬保育の実施と振り返り（全教員）15

ア
ク
テ
ィ
ブ

 A:知識の定着・確認

 B:意見の表現・交換

 C:応用志向

 D:知識の活用・創造

歌唱の実習，伴奏の実習，音を聴く体験活動，音楽づくりの実習，保育
指導案の作成，模擬保育○

○
工
夫
そ
の
他
の

ラ
ー
ニ
ン
グ

授業時間外
学修の内容
と想定時間

活動課題の事前準備（20h），指導案作成のための事前準備（5h）

準備学修

事後学修

活動課題の復習（20h）

45想定時間合計

教科書
特に用いない。

参考書
『平成29年告示　幼稚園教育要領　保育所保育指針　幼保連携型認定こども園教育・保育要領原本』（チャイルド本社，2017）ISBN978-4805402580
汐見稔幸，無藤隆（監修）『〈平成30年施行〉　保育所保育指針　幼稚園教育要領　幼保連携型認定こども園教育・保育要領　解説とポイント』（ミネルヴァ書房
，2017）ISBN978-4623080984



評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

授業への参加度（活動への取り組み，実技テスト等）

最終試験

40% ○ ○ ○ ○ ○

60% ○ ○ ○ ○ ○

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

目標
8

目標
9

目標
10

注意事項
なし。

備考
なし。

リンク
URL


